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神経衰弱とは、裏返しに並べたトランプのカードから 2 枚を表に返し、同じ数字であればカードを取る

ことができるゲームです。ある日、太郎君とおじいちゃんが神経衰弱で遊んでいました。 

 

1. 太郎君が Bのカードをめくりました。「3」でした。I のカードをめくりました。「1」でした。 

2. おじいちゃんが F のカードをめくりました。「7」でした。N のカードをめくりました。「10」でした。 

3. 太郎君が Eのカードをめくりました。「8」でした。Kのカードをめくりました。「3」でした。 

4. おじいちゃんはしめたと思い、Kと Cのカードをめくりました。しかし残念なことに、Cのカードは

「13」でした。 

5. 太郎君が Kと B のカードをめくりました。太郎君は２枚の「3」のカードを取りました。 

このシナリオを参考に、神経衰弱のオブジェクト図とクラス図を作成してください。 

  

A 

 

B 

 

C 

 

D 

 

E 

 

 
F 

 

G 

 

H 

 

I 

 

J 

 

 
K 

 

L 

 

M 

 

N 

 

O 

 

 

※カードの枚数は省略しています 
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